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まちの話題を紹介します

フォトニュース

29 2016.11

3年に１度のみこし渡御
８月から準備されてきた、鴨神社の秋季大祭。御祭神の

「別
わけいかづちのみこと

雷 命」をみこしに乗せ、約 50 人の担ぎ手が約１㌔先
の御旅所まで巡行しました。稚児やてんぐに扮

ふん

した地元の住
民ら約 300 人も参加し、歴史ある祭りを楽しんでいました。

鴨神社から約１㌔を巡行

10
９

モンゴルで土木建築技術を伝授 来年開催芸術祭への準備スタート

JICA ボランティアの「シニア海外ボランティア」として、
10 月からモンゴルへ派遣される黒川渉さんが市長を表敬訪
問。「途上国が自前で発展していけるように、人材の育成に
貢献したいと思います」と抱負を語りました。

来年開催予定の「のせでんアートライン妙見の森」につ
いて、アーティストと一緒に意見を交わす交流会が、アステ
市民プラザで開催されました。作品の設置場所やテーマなど、
さまざまな意見が交わされ、来年への期待が高まりました。

シニア海外ボランティアへの出発を報告 アートラインカフェで意見交換

９ 10
20 ８

まちの保健室が開設10年

看護師の田川幸子さんを中心に、ボランティアで体力測
定や相談を行っている「南花屋敷の風」。開設 10 周年を記
念して開催した「公開まちの保健室」には、握力の測定や演
奏会を楽しみに、約 50 人の地元市民が訪れました。

体力測定や健康相談をボランティアで

10
23

育てたお米を大切に収穫
能勢電鉄「滝山」駅近くの水田で、川西北幼稚園年長の

園児と、川西北小学校５年生の児童が、自ら育てた米の稲刈
りを体験しました。はさみや鎌で丁寧に刈り取り、約 15㌔
のコシヒカリを収穫。秋晴れの下、食の大切さを学びました。

園児と小学生が協力して、稲刈りに挑戦

９
27

スポーツ発展に貢献
「体育の日」記念式典が市役所で行われ、約 150 人が出席。
加盟団体から６人の功労者に表彰状が贈られました。また、
総合体育館や市民運動場などでは１日スポーツ教室が開か
れ、市民など約 890 人がスポーツの秋を満喫しました。

体育協会功労者６人に表彰状

10
10

小学生オセロ大会決勝で健闘

小学生オセロ大会で最も大きな大会の１つ、「オセロ小学
生グランプリ 2016 決勝大会」に出場した、岡田さんが市長
を表敬訪問。全国の小学生 876 人の中から選ばれた 121 人
の中で、準優勝という成績を収めました。

岡田想太さんが準優勝を市長に報告

10
12

能勢電沿線バルで気軽に
能勢電鉄沿線の 55 店舗が参加し、９日までの４日間開催。

実行委員長の由井清さんは「今年で３回目、浸透してきたよ
うでうれしい」と訪れたお客さんをもてなしていました。

「かわにしどらごんバル」で飲んで食べて買う

10
６

栗の王様「銀寄」収穫始まる
北摂で千年以上前から栽培されている栗の収穫が行われ

ました。今年も粒ぞろいで甘みがあり、食べごたえも十分と
のこと。６日開催の北摂栗即売会では、アステ川西に朝から
列ができ、袋いっぱいの栗を買い求める人でにぎわいました。

北摂の秋の味覚に、約 200人が長蛇の列

10
６

地域の祭りの魅力に迫る

「祭りを通じて地域とつながる」をテーマにひとまちおこ
しセミナーを郷土館で開催。日本の祭りや御

お み こ し

神輿の文化を継
承する活動をしている宮田宣也さんを講師に迎え、参加した
約 34 人は、日本や海外の祭りの話に聞き入っていました。

「祭り」をキーワードにまちおこし

９
17秋もバルで飲み食べ歩き

阪急・能勢電鉄「川西能勢口」駅周辺の 52 店舗が参加す
るバルイベント。飲食店以外も参加し、駅周辺はチケット片
手に行き交う人でにぎわいました。

待望の「きんたくんバル 12」は５日間

10
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ニ
ュ
ー
ス 社会福祉や子どもたちのために寄付

（一社）近畿まちづくり協会が「川西市ふるさとづくり寄
附金」として、10 万円を寄付。市長から感謝状が送られま
した。社会福祉の推進などのために役立ててほしいとのこと
です。

ふるさとづくり寄附金への協力に感謝状
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